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バイオロギングと
気象・海洋観測



Argo（アルゴ）計画
• 水温、塩分、（蛍光・酸素等）
• 10日に1回
• 300km間隔
• 行き先は流れ任せ



ウミガメによる台風・爆弾低気圧
下の水温観測 全観測数

台風・爆弾低気圧下観測数



ウミガメなら、台風下を4時間間隔で観測できる
（こともある）。

前3日

後3日

±3日平均からの偏差

後3日平均－前3日平均



データ津波とバイオロギング

•海洋データの2000年台の急増にバイオロギング
データが大きく寄与。

Brett, A., and Coauthors, 2020: Ocean data need a sea change to help navigate the warming 
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Harcourt et al. 2019: Animal-Borne Telemetry: An Integral Component of the Ocean 
Observing Toolkit, frontiers in Marine Science

ほとんどがアザラシ類による観測

空白域？

米国大気海洋庁（NOAA）が蓄積しているバイオロギング水温塩分データ



Harcourt et al. 2019: Animal-Borne Telemetry: An Integral Component of the Ocean 
Observing Toolkit, frontiers in Marine Science
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今後の展開
•新たな変数の観測と抽出

• 波浪、GNSS可降水量、溶存酸素

• 海洋ドローン、Argo、係留ブイとの相互補完観測

• 新たな動物種への搭載？

•新たな測器の開発
• IoA（Internet of Animals）ができれば、どんな環境でも
使える。

• 測器の小型化、省電力化、無線通信化

•データ共有と活用
• 生態学と海洋学の共同研究

• GTS、Argoなど既存観測データ配信システムとの融合

• 気象海洋数値予測システムへのデータ同化


